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混入する交流雑音を nac(k) = A0 cos (fk + )とすれば，フィ







fcos (f)  cos f cos (f(   1))g+ h0 (1)
ここで  は解析窓パラメータ (0 <  < 1) である．h0 は真の
フィルタ係数であり，! 1 のとき，
h0 =




カー周波数 g [Hz] のフリッカー信号（s(k) = cos (gk)）が与え
られた時，フィルタ係数の振動成分である第 1 項は以下の式 (3)
に示した v(k) を含む．
v(k) = s(k)fcos (fk)  cos f cos (f(k   1))g
= Afcos ((f   g)k) + cos ((f + g)k)g
+Bfsin ((f   g)k) + sin ((f + g)k)g (3)
ただし A =  12 sin f cos (2   f)，B =   12 sin f sin (2   f) で
ある．ここから振動成分は周波数 f   g，f + g を持つことが
わかる．真値成分は式 (2) より直流成分の 0 [Hz] を持つため，






f = 50 [Hz]，g = 30; 60; 90 [Hz]，サンプリング周波数 fs =
300 [Hz]，フリッカー信号が 10 [msec] より入力されたの場合を
例にし，平滑化前と平滑化後のフィルタ係数の一つに関する挙


























































































平滑化前の図 3 では，式 (3) に f，g を代入することで予想
される周波数（10, 20, 40, 80, 110, 140 [Hz]）にピークが立って
いるが，平滑化後の図 4 では立っていたほとんどのピークが減
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